
広報あんじょう 2015.3.15 迦

高
齢
者
や
障
害
者
の
虐
待
防
止
と

養
護（
介
護
）者
支
援

高
齢
者
や
障
害
者
へ
の
虐
待
は
、

心
や
体
に
深
い
傷
を
負
わ
せ
、
人

権
を
侵
害
す
る
も
の
で
す
。
介
護

負
担
の
軽
減
な
ど
、
虐
待
の
な
い

環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

■
高
齢
者
・
障
害
者
へ
の
虐
待
の

種
類

●
身
体
的
虐
待

殴
る
・
つ
ね
る

な
ど
の
暴
行
や
、
縛
る
・
鍵
付
き

の
部
屋
に
閉
じ
込
め
る
な
ど
の
拘

束●
心
理
的
虐
待

侮
辱
・
脅
迫
な

ど
言
葉
に
よ
る
暴
力
や
家
族
内
で

の
無
視
な
ど

●
経
済
的
虐
待

高
齢
者
や
障
害

者
名
義
の
資
産
を
無
断
で
処
分
し

た
り
預
貯
金
を
使
っ
た
り
す
る
、

現
金
を
渡
さ
な
い
な
ど

●
性
的
虐
待

性
的
な
暴
力
や
い

た
ず
ら
な
ど

●
ネ
グ
レ
ク
ト

介
護
や
世
話
を

し
な
い
、
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

や
治
療
を
受
け
さ
せ
な
い
な
ど

■
こ
ん
な
サ
イ
ン
に
注
意

●
高
齢
者
・
障
害
者
か
ら
の
サ
イ

ン暫
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い

暫
汚
れ
た
ま
ま
の
服
を
着
て
い
る

暫
家
族
の
話
題
を
避
け
る

暫
落
ち
着
き
が
な
い
、
お
ど
お
ど

し
て
い
る

●
介
護
者
・
家
族
か
ら
の
サ
イ
ン

暫
介
護
に
疲
れ
て
い
る

暫
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る

暫
高
齢
者
・
障
害
者
に
対
し
て
無

関
心

■
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

●
声
か
け

日
ご
ろ
か
ら
地
域
で

声
を
か
け
あ
い
、
本
人
や
家
族
の

変
化
に
気
づ
く
関
係
を
つ
く
る

●
抱
え
込
ま
な
い

世
間
体
が
気

に
な
る
な
ど
の
理
由
で
抱
え
込
ま

ず
、
早
く
相
談
す
る

●
相
談
窓
口

高
齢
者
糸
社
会
福

祉
課
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉２
９
４
５
）、中
部
地
域

７７

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
緯〈

〉０
７１

０
７
７
）、市
内
各
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
の
民
生
委
員

障
害
者
糸
障
害
福
祉
課
、
ふ
れ
あ

い
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
緯〈

〉
７７

３
１
２
１
）、各
地
域
の
民
生
委
員

■問
▼
社
会
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
２
３
）

７１障
害
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
２
５
）

７１

ぼ
ん
ぼ
り
が
立
ち
、
夕
暮
れ
か

ら
午
後

時
ま
で
夜
桜
を
楽
し
め

１０

ま
す
。

※
桜
の
開
花
状
況
に
あ
わ
せ
、
点

灯
期
間
は
変
わ
り
ま
す
。

●
と
き

３
月

日
抄
～
４
月

２１

１２

日
掌

●
と
こ
ろ

安
城
公
園（
桜
町
）、

城
山
公
園（
桜
井
町
）、日
の
出
公

園（
日
の
出
町
）

■
写
生
大
会

●
と
き

４
月
４
日
松
・
５
日
掌

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
と
こ
ろ

安
城
公
園

●
対
象

市
内
在
住
で
、
平
成
２７

年
度
に
小
学
１
～
６
年
生
に
な
る

児
童

●
賞

最
優
秀
賞
各
学
年

１
人
、
優
秀
賞
各
学
年
７

人（
い
ず
れ
も
賞
状
と
商

品
）、参
加
賞

●
持
ち
物

画
板
・
絵
の

具
・
ク
レ
ヨ
ン
な
ど

※
画
用
紙
は
安
城
公
園
駐

車
場
入
口
付
近
の
会
場

案
内
で
配
布
。
事
前
に

写
生
す
る
場
合
は
、
商

工
課
で
配
布
。

●
提
出
方
法

４
月

日
１３

捷
ま
で
の
午
前
８
時

分
３０

～
午
後
５
時

分（
松
掌

１５

抄
を
除
く
）に
、
作
品
を

持
っ
て
商
工
課
へ

※
４
月
４
日
・
５
日
は
、
同
会
場

案
内
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
さ
く
ら
と
安
城
七
夕
親
善
大
使

を
写
す
会

●
と
き

４
月
５
日
掌
午
後
２
時

分
～
４
時

３０●
と
こ
ろ

安
城
公
園

■
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

●
募
集
内
容

市
内
の
桜
を
撮
影

し
た
未
発
表
の
作
品

●
サ
イ
ズ
な
ど

四
つ
切
ま
た
は

安
城
桜
ま
つ
り

ワ
イ
ド
四
つ
切（
合
成
・
加
工
作

品
は
不
可
）

●
賞

最
優
秀
賞
１
人
、
優
秀
賞

５
人
、
入
選

人
、
佳
作

人

１０

１５

（
い
ず
れ
も
賞
状
と
賞
金
）

●
応
募
方
法

４
月

日
捷
ま
で

１３

の
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

１５

分（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、
作
品
を

持
参
か
郵
送（
必
着
）で
商
工
課

（
〒

－

８
５
０
１
住
所
記
載
不

４４６
要
）へ

■問
▼
商
工
課

（
緯〈

〉２
２
３
５
）

７１

公公園内の風景を描いた作品の応募をお待ちしていま公園内の風景を描いた作品の応募をお待ちしていますす

●
そ
の
他

い
ず
れ
も
移
転
に
よ

る
電
話
番
号
の
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん

■
南
明
治
整
備
課
拠
点
整
備
室

●
移
転
先
で
の
業
務
開
始
日

３

月

日
捷

３０
●
移
転
場
所

南
明
治
都
市
整
備

事
務
所（
末
広
町
／
図
１
参
照
）

●
そ
の
他

移
転
に
伴
い
、
電
話
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「
安
城
い
き
い
き
た
い
肥
」受
け
取
り
希
望
者
を
募
集

せ
ん
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン

ト
で
製
造
し
た「
安
城
い
き
い
き

た
い
肥
」を
配
布
し
ま
す
。

●
受
け
取
り
期
間

４
月

日
松

１１

～

日
松

１８
●
受
け
取
り
場
所

せ
ん
定
枝
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト

●
受
け
取
り
数
量

総
量

ｔ
の

１８０

う
ち
、
た
い
肥
使
用
対
象
面
積

（
１
愛
当
た
り
３
茜
）に
応
じ
て
１

世
帯

茜
ま
で

３００

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
の

上
、
決
定
者
の
み
通
知
し
ま
す
。

●
受
け
取
り
方
法

た
い
肥
を
直

接
積
み
込
め
る
４
ｔ
以
下
の
ト
ラ

ッ
ク
で
来
る
か
、
袋
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い

●
申
し
込
み

３
月

日
晶
ま
で

２７

の
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

１５

分（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、
申
込
書

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希

望
数
量（
茜
）・た
い
肥
使
用
面
積

ま
た
は
プ
ラ
ン
タ
ー
の
個
数
を
記

入
し
、
持
参
か
郵
送（
必
着
）・
フ

ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
清
掃
事
業

所（
〒

－

１
１
５
５
堀
内
町
西

４４４

新
田
２
／
胃〈

〉１
３
１
８
／ik

７７

iiki@
city.anjo.aichi.jp

）へ

※
申
込
書
は
同
所
・
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。
必
要
事
項

が
全
て
記
載
し
て
あ
れ
ば
任
意

の
紙
で
も
可
。
記
入
漏
れ
が
あ

る
場
合
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

■問
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈

〉３
０
５
３
）

７６

南
明
治
整
備
課
拠
点
整
備
室
と
教
育
委
員
会
総
務
課
・

学
校
教
育
課
の
移
転

■問
▼
堀
内
公
園

（
緯〈

〉５
９
４
７
）

９９

■M
am
a’s

m
arché

～
マ
マ

マ
ル
シ
ェ

た
ち
の
手
作
り
・
愛
情
こ
も
っ
た

市
場
～

●
と
き

３
月

日
掌
午
前

時

２２

１０

～
午
後
３
時（
雨
天
の
場
合
は
３

月

日
掌
に
延
期
）

２９
●
内
容

手
作
り
雑
貨
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
食
品
・
野
菜
の
販
売
な
ど

■
メ
ル
ヘ
ン
号
で
撮
影
会

●
と
き

３
月
２３

日
捷
・

日
昌
～

２５

日
晶
・

日
捷・

２７

３０

日
昇
午
前
９
時

３１～
午
後
３
時

●
内
容

汽
車
の

運
転
席
で
写
真
撮
影
が
で
き
ま
す

●
対
象

未
就
学
児

●
持
ち
物

カ
メ
ラ

●
そ
の
他

撮
影
会
時
は
、
汽
車

の
運
行
を
一
時
中
止
し
ま
す

■
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会

●
と
き

３
月

日
捷
・

日
昌

２３

２５

～

日
晶
・

日
捷
・

日
昇
午

２７

３０

３１

後
１
時

分
・
３
時

分

３０

３０

●
内
容

じ
ゃ
ん
け
ん
に
勝
っ
た

人
に
、
有
料
遊
具
利
用
券
を
進
呈

●
対
象

小
学
生
以
下

●
定
員

各

人（
当
日
先
着
順
）

５０

堀
内
公
園
の
催
し

■
堀
内
公
園
ま
つ
り

●
と
き

３
月

日
松
・

日
掌

２８

２９

●
内
容

左
表
の
と
お
り

■
有
料
遊
具
利
用
回
数
券
の
販
売

●
と
き

４
月
１
日
昌
～
５
月
６

日
承
午
前
９
時
～
午
後
４
時

分
３０

（
休
園
日
を
除
く
）

●
内
容

１
０
０
０
円
分
の
回
数

券
を
購
入
し
た
人
に
、
有
料
遊
具

利
用
券
を
２
枚
進
呈

内容時間イベント名

輪投げやスーパーボールすくいなど
※１回１００円。

午前９時～
午後３時模擬店

有料遊具を２回以上利用した人が
利用できます

午前９時～
午後４時

ふわふわラ
ンド

スタンプを集めた人に粗品を進呈
※定員２００人。（当日先着順）

午前９時～
午後４時

南吉スタン
プラリー

きーぼーと一緒に写真を撮影
※カメラは持参してください。

午前１１時、
午後３時

きーぼーと
写真撮影

番
号
が
変
わ
り
ま
す

移
転
前
糸

緯〈

〉２
２
４
５

移
転
後
糸
緯

７１

〈

〉３
７
５
１

７１■
教
育
委
員
会
総
務
課
・
学
校
教

育
課

●
移
転
先
で
の
業
務
開
始
日

３

月

日
捷

３０
●
移
転
場
所

教
育
セ
ン
タ
ー

（
横
山
町
／
図
２
参
照
）

■問
▼
教
育
委
員
会
総
務
課

（
緯〈

〉２
２
５
３
）

７１

図図図２２
教育センタ教育センターー

■問
▼
南
明
治
整
備
課

（
緯〈

〉２
２
４
５
）

７１

図図図１１
南明治都市整備事務南明治都市整備事務所所
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隠
重
点
施
策
の
計
画
に
つ
い
て

意
見
糸「
地
域
生
活
支
援
拠
点
等

の
充
実
」と
は
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
施
策
か

市
の
考
え
方
止
国
の
基
本
指
針
で

は
、
平
成

年
度
ま
で
に
市
町
村

２９

ま
た
は
圏
域
内
に
少
な
く
と
も
１

つ
を
整
備
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
圏
域
内
の
整
備
を
目

標
と
し
、
関
係
各
市
や
県
と
調
整

を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
資

源
を
有
効
活
用
し
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
を
拠
点
と
し
て
、
日
中
活
動

系
の
事
業
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
、
相
談
支
援
事
業
と
の
連
携
強

化
を
図
り
ま
す

■
あ
ん
ジ
ョ
イ
プ
ラ
ン
７（
案
）

●
提
出
数

件（
５
人
）

１９

●
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

陰
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

意
見
糸
介
護
保
険
料
は
負
担
能
力

に
応
じ
た
所
得
段
階
を
設
定
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
少
な
く
と
も
、

第
５
期
よ
り
多
段
階
に
す
る
と
と

も
に
、
保
険
料
段
階
・
料
率
を
示

し
て
ほ
し
い

隠
一
時
保
育
に
つ
い
て

意
見
糸
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
保

育
園
の
一
時
保
育
は
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
て
い
な
い
と

感
じ
て
い
る
。
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
に
、
実
態
調
査
や

他
市
と
の
状
況
比
較
を
し
、
改
善

し
て
ほ
し
い

市
の
考
え
方
止
利
用
の
流
れ
や
予

約
方
法
に
つ
い
て
は
、
本
市
や
他

市
の
状
況
を
調
査
・
分
析
す
る
な

ど
し
、
利
用
者
の
負
担
が
軽
く
な

る
よ
う
な
仕
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
今
後
、
保
育
園
の
整
備
に

合
わ
せ
実
施
園
を
拡
充
し
ま
す
。

平
成

年
度
に
１
園
、

年
度
に

２８

２９

１
園
で
新
た
に
実
施
予
定
で
す

◎
意
見
の
概
要
な
ど
の
閲
覧

●
と
き

４
月

日
昌
ま
で

１５

●
と
こ
ろ

各
担
当
課
、
文
化
セ

ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民
館
、
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
青
少
年
の
家
、
中
央
図
書

館
、
社
会
福
祉
会
館
、
各
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

市
の
考
え
方
止
介
護
保
険
法
施
行

令
の
改
正
に
よ
り
、
第
５
期
の
第

１
段
階
と
第
２
段
階
が
統
合
さ
れ

ま
す
が
、
第
５
期
の
第

段
階
を

１２

２
つ
に
細
分
化
し
、
よ
り
き
め
細

か
い
保
険
料
段
階
設
定
と
す
る
こ

と
で
、
現
状
の
段
階
数
を
維
持
し
、

実
質
的
な
多
段
階
化
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
保
険
料
段
階・

料
率
を
示
し
た
表
を
計
画
に
追
加

し
ま
す

隠
新
し
い
総
合
事
業
に
つ
い
て

意
見
糸
新
し
い
総
合
事
業
を
平
成

年
度
か
ら
実
施
す
る
と
さ
れ
、

２９介
護
予
防
訪
問
介
護
と
介
護
予
防

通
所
介
護
の
介
護
給
付
費
見
込
額

が
減
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
２９

年
度
以
降
も
、
要
支
援
の
人
が
専

門
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
引
き
続
き
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

市
の
考
え
方
止
平
成

年
度
の
介

２９

護
予
防
訪
問
介
護
お
よ
び
介
護
予

防
通
所
介
護
の
給
付
費
が
減
少
し

て
い
る
の
は
、
介
護
保
険
法
の
改

正
に
よ
り
、
要
支
援
１
・
２
の
人

が
原
則
と
し
て
新
し
い
総
合
事
業

に
移
行
す
る
た
め
で
す
。
移
行
後

は
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
、

現
行
の
介
護
予
防
訪
問
介
護
お
よ

び
介
護
予
防
通
所
介
護
に
相
当
す

る
専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す

■
安
城
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画（
案
）

●
提
出
数

３
件（
２
人
）

●
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

陰
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に

つ
い
て

意
見
糸
第
三
者
評
価
事
業
に
よ
る

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
評
価
は
以
前
か

ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、
質
の
向
上

に
直
接
つ
な
が
る
と
は
考
え
に
く

い
と
感
じ
て
い
る
。
国
の
示
す
方

針
に
沿
っ
た
質
の
向
上
を
図
っ
て

ほ
し
い

市
の
考
え
方
止
国
が
示
す
方
針
に

沿
っ
た
良
質
な
保
育
の
提
供
に
は
、

職
員
の
資
質
向
上
と
、
常
に
保
育

の
内
容
を
見
直
し
、
改
善
に
努
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
客
観
的
に
現
状
や
課
題
を
評
価

す
る
第
三
者
評
価
は
有
効
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
評
価
で
指
摘
さ
れ

た
改
善
点
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

質
の
向
上
を
図
り
ま
す

本
紙
昨
年

月

日
号
や
市
公

１２

１５

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
募
集
し
た
内

容
に
つ
い
て
、
寄
せ
ら
れ
た
主
な

意
見
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考

え
方
を
公
表
し
ま
す
。

※
掲
載
文
は
、
趣
旨
を
損
な
わ
な

い
範
囲
で
要
約
し
て
い
ま
す
。

■
安
城
市
障
害
者
福
祉
計
画（
案
）

●
提
出
数

８
件（
５
人
）

●
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

陰
在
宅
介
護
を
地
域
で
支
え
る
仕

組
み
に
つ
い
て

意
見
糸
重
症
な
子
ど
も
を
在
宅
介

護
す
る
場
合
、
医
療
的
ケ
ア
が
必

要
な
た
め
、
家
族
の
負
担
は
大
き

い
。
医
師
・
看
護
師
・
介
護
・
福

祉
と
し
て
、
連
絡
会
や
情
報
交
換

会
な
ど
地
域
全
体
で
支
え
る
仕
組

み
を
作
っ
て
ほ
し
い

市
の
考
え
方
止
本
市
で
は
、
高
齢

者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
す
た
め
、
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
連
携
し
た
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
障
害
者
に
お
い
て

も
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
か
、
自
立
支
援
協
議
会
に
て

検
討
・
協
議
し
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
よ
る
意
見
募
集
の
結
果

■問
▼
障
害
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
２
５
）

７１

■問
▼
介
護
保
険
課

（
緯〈

〉２
２
２
６
）

７１

■問
▼
子
育
て
支
援
課

（
緯〈

〉２
２
２
７
）

７１
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外
国
人
講
師
と
楽
し
く
英
会
話

を
始
め
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
／
内
容

４
月

日
捷
～

１３

７
月

日
捷
の
毎
週
捷（
５
月
４

１３

日
抄
、
６
月

日
捷
を
除
く
、
全

２９

回
）
ク
ラ
ス
Ⅰ（
あ
い
さ
つ
か

１２ら
始
め
る
基
礎
英
会
話
）
糸
午
後

６
時

分
～
７
時

分

ク
ラ
ス

３０

３０

Ⅱ（
会
話
を
楽
し
む
実
用
英
会
話
）

糸
午
後
７
時

分
～
８
時

４５

分
４５※

両
ク
ラ
ス
と
も
日
本
語

は
使
い
ま
せ
ん
。

●
と
こ
ろ

市
民
会
館

●
対
象

市
内
在
住
・
在

勤
の

歳
以
上（
高
校
生

１８

お
よ
び
過
去
３
年
間
に
５

回
以
上
受
講
し
た
人
は
不

可
）

●
定
員

各

人（
定
員

３０

を
超
え
た
場
合
、
過
去
に

受
講
し
た
こ
と
の
な
い
人

を
優
先
し
た
上
で
抽
選
）

●
費
用

各
５
０
０
０
円

（
国
際
交
流
協
会
個
人
会

員
は
３
０
０
０
円
）

●
申
し
込
み

４
月
６
日

捷諮

ク
ラ
ス
Ⅰ
糸
午
後
６

時
～
６
時

分

ク
ラ
ス

３０

Ⅱ
糸
午
後
７
時

分
～
７

１５

外
国
人
講
師
に
よ
る
英
会
話
講
座

時

分
に
、
費
用
を
持
っ
て
市
民

４５
会
館
へ

※
１
人
で
２
人
分
の
申
し
込
み
は

不
可
。
定
員
に
満
た
な
い
場
合

は
、
７
日
昇
か
ら
市
国
際
交
流

協
会
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

■問
▼
市
国
際
交
流
協
会

（
緯〈

〉２
２
６
０
）

７１

衣
浦
東
部
広
域
連
合
管
内
の
火
災
・
救
急

減
に
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
有
効
で
す
。
ま
だ
設
置
し

て
い
な
い
家
庭
は
、
一
日
も
早
く

設
置
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
放
火

さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

■
救
急

平
成

年
中
の
出
動
件
数
は
２

２６

■
火
災

平
成

年
中
の
件
数
は

件
で
、

２６

１６５

前
年
よ
り

件
減
少
し
ま
し
た
。

７４

（
表
１
）

出
火
原
因
は
、「
放
火（
疑
い
含

む
）」が

件
と
最
も
多
く
、
次
い

４５

で「
こ
ん
ろ
」
件
、「
た
ば
こ
」

１４

１０

件
で
し
た
。（
表
２
）

火
災
件
数
の
減
少
や
被
害
の
軽

万

件
で
、
前
年
よ
り

件
の
減

５４３

１０１

少
、
搬
送
人
員
は
１
万
９
３
０
２

人
で
、
前
年
よ
り

人
減
少
し
て

１６０

い
ま
す
。（
表
３
）

■問
▼
衣
浦
東
部
広
域
連
合

消
防
課

（
緯〈

〉０
１
３
５
）

６３

表３：救急出動件数・救急搬送人員
救急搬送人員（人）救急出動件数（件）

平成２５年平成２６年平成２５年平成２６年種別
１１１７１４８１０８火災
０１０１自然災害
５４１０１０水難

２２０３２１４９２１６７２１３４交通事故
２００１７５２００１７９労働災害
１５４１３２１５４１３０運動競技
２３３２２４６３２４４２２５７８一般負傷
１０５１０５１１６１２１加害
１７７１７３２２７２３８自損行為

１万２９５７１万２７７３１万３７８６１万３６７４急病

１３１８１３１０

１３０６１２９８転院搬送
２２医師等搬送
００資機材輸送

８６７０その他
１万９４６２１万９３０２２万６４４２万５４３計

表１：火災件数など
平成２５年平成２６年種別

１１９９８建物
２６１４車両
０１船舶

９４５２その他
２３９１６５計

２３８１釈３３６７釈
焼損床
面積

２億９４５２万５０００円５億５０１３万４０００円損害額
２人４人死者
１２人１６人負傷者

表２：出火原因別件数
平成２６年種別

４５放火（疑い
含む）

１４こんろ
１０たばこ

６火入れ（草
焼きなど）

４火遊び
３ストーブ
８３その他

英会話を楽しみません英会話を楽しみませんかか


